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企
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就
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欧
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即
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運
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家
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制
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綴
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士

掛
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臓
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7
Z
T
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ν
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や
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財
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-
-
-
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-
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妙
心
寺
の
財
政
組
織中

川

拠

之

助

数
刷

ω
統
制
組
織

臨
憐
山
川
妙
心
寺
戸
以
内
山
川
制
守
法
そ
の
他
品
掛
川
仁
闘
す

ホ

る
一
切

ω-て
乙
は
、
「
妙
心
守
減
細
川
法
令
」
に
規
定
さ

れ
て
ゐ
る
。
今
、
そ
れ
に
つ
い
て
級
制
の
統
制
組
織
を

見
る
に
・
先
ィ
、
寺
院

ω所
従
に
依
っ
て
会
凶
を
二
十

六
数
凶
に
H

げ
も
、
各
教
悩
に
は
秋
山
間
所
を
段
、
さ
目
こ
れ

等
の
各
地
カ
数
務
所
は
、
廷
に
中
央
の
激
務
本
所
仁
統
一

慨
ぜ
ら
れ
る
o

税
務
本
所
は
管
長
を
輔

υて
、
一
一
保
全
一

般
の
宗
務
を
総
慌
す
る
の
で
あ
る
。
但

L
、
宗
務
は
中

央
機
刷

ω
専
制
に
委
せ
ら
る
、
の
で
は
な
〈
し
て
、
別

(
品
附
大
腿
一
訓
四
)

仁
立
法
機
削
た
る
「
議
崎
」
が
ゐ
つ

τ、
政
計
目
抽
用
算
、

「
法
則
」
等
は
、
例
れ
も
「
議
品
開
」
の
議
決
を
縦
る
こ
ご
を

一
要
す
る
。
「
議
品
目
」
は
各
池
山
中
川
削
(
大
川
一
一
教
悩
を
一
選

一
場
一
臥
ピ
な
す
)
よ
h
越
山
す
る
説
品
を
以
て
組
織

L
、

一
地
常
議
留
は
二
筒
年
毎
に
召
集
せ
ら
れ
る
。
「
議
命
」

一
の
細
川
向
抽
出
算
内
編
成
日
開
制
削
ゆ
科
・
成
計

ω執
行
ト
与
法

一
等
は
、
総

τ川
削
減
川
政
に
則
っ
て
ゐ
る
。
-
』
れ
等
統
制

方
法
的
中
央
集
雌
的
に

tτ
、
而
も
立
巾
一
品
的
な
る
舶

は
、
近
代
凶
-M部

ω
統
的
印
刷
附
を
般

L
た
も

ω
ド
外
な
ら

心
。

第
二
十
一
巻

九
五
六

次
に
、
日
本
仰
品
棋
界
に
於
け
る
妙
心
守
一
倣
山
勢
力
、

地
ぴ
に
我
凶
に
於
り
る
此
も
大
な
る
級
制
の
一
で
あ
る

真
宗
大
谷
派
ピ
の
比
較
を
み
る
に

臨
流
布
妙
叩
に
附
す
乙
に
封
タ

心

4
祇
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YH

る
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封

L
妙
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寺
派
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住
職

一同・口口

別行「妙心守侃刷11t.t; e;i'Jは IUHf，-!-l: '1::八 1I山大政'1";'悌 1-h 批市法 lこ~"、て、
l!JJ1合てー i 三 ~I' に始めて川川せ Lれた「帥L唱曲í::，li i~i: j が、 Nt~'_ IVI泊:.1ソ¥il~ 、
と三 I八年、附十四午、大IF_八年山改正造二制 C 今 11に Yえんだt<1.)どある。
大11-1ら守院制、櫨守1i.--1、日(此紅白航計なきため t11j{乙iζ よる).

告会

F 



数
は
五
・
六
M
W

で
あ
・
9
、
僧
侶
妹
仁
般
信
徒
の
割
合
は

一
一
層
低
い
。
猶
、
大
谷
仮
に
謝
し
て
妙
心
寺
一
似
の
住
職

数
は
五
O
%
、
附
川
侶
数
は
二
四
%
、
楠
信
徒
数
は
一
一
五

Mm
で
あ
る
。
今
、
仮
h
に
右
の
住
職
数
を
干
り
て
守
院

敷
ご
見
倣
し
て
計
算
す
れ
ば
よ
通
例
一
性
職
が
一
寺
院

を
支
配
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
.
か
、
る
推
算
の
結

果
は
賞
際
の
寺
院
数
ご
甚
し
き
隔
h
は
な
か
ら
う
)
一

筒
寺
賞
b
の
平
均
一
悦
信
徒
数
は
大
谷
一
献
に
あ
b
て
は
入

百
三
十
三
人
、
妙
心
寺
仮
仁
て
は
四
百
二
十
六
人
で
ゐ

り
、
後
者
は
前
者
の
約
字
分
に
す
ぎ
旧
制
。

ニ
経
費
及
び
牧
人

大
本
山
ご
し
て
は
世
に
法
慨
を
相
続

L
一
般
末
寺
を

統
制
す
る
絡
め
の
み
な
ら
す
、
布
教
、
数
撃
の
方
面
に

も
何
々
の
絞
殺
を
要
す
る
o

試
み
に
、
数
務
本
印
刷
の
大

正
十
四
年
度
部
算
に
つ
い
て
そ

ω経
費
を
み
る
に

科

目

説

部

町

百

分

比

内

駅

正

部

所

官

費

三

、

=

一

四

六

・

0

0

=

7

七

五

敬

勝

部

所

管

北

凹

入

、

八

二

0

・

0

0

五

凹

・

六

七

回川

庶

務

部

所

帽

曲

目

一

二

ハ

ヒ

A
O
O

一
一
子

Q
U

財

務

部

所

管

費

二

加

、

同

六

九

0

0

二

八

・

百

二

合

計

K
丸
、
三
一
一
の
け
一

o

一
0
0
・
0
0

鉱

離

妙
心
寺
山
財
政
組
級

で
あ
る
o

而
し
て
監
正
部
は
法
式
及
法
服
、
同
出
階
叙
任

及
借
籍
・
風
相
就
貨
割
、
法
規
、
選
血
吊
、
官
街
並
に
他
宗

派
の
交
渉
等
に
闘
す
る
事
項
を
掌
h
J
、
致
問
中
部
は
剥
化

及
有
数
.
花
筒
数
曾
並
に
布
教
巡
察
、
数
曾
所
説
数

所
、
戚
化
救
済
事
業
、
本
波
各
積
率
校
及
徒
拍
数
養
・

校
費
生
留
皐
生
給
費
生
・
数
師
の
俄
定
、
諸
制
円
曾
等
に

闘
す
る
事
前
引
を
掌
る
。
農
務
部
の
所
管
は
寺
院
側
堂
設

に
そ
が
什
賀
物
財
産
・
一
守
雌
等
級
及
寺
山
如
、
府
信
徒
数

回
一
事
務
、
紀
綱
焼
、
物
品
の
制
度
保
管
等
の
事
前
引
に
一
旦

b
、
最
後
の
財
務
部
は
珠
算
決
算
、
特
別
曾
計
・
金
銭

出
納
、
由
市
山
買
の
賦
課
徴
牧
等
に
闘
す
る
一
切
の
事
務
を

掌
る
の
で
あ
る
o

古

τ、
右
の
噛
時
算
術
に
依
っ
て
み
る

如
く
、
品
棋
風
午
部
所
管
貨
は
最
も
重
要
な
る
費
目
で
あ

b
、
組
経
費
の
約
五
五
係
を
占
め
て
ゐ
る
ο

以
下
.
こ

の
中
極
的
経
費
に
就
い
て
考
究
し
て
み
た
じ
。

品棋盤

e'm所
管
費
は
布
教
袋
、
数
曾
費
、
教
育
費
、
修

繕
費
、
数
師
検
定
費

ω五
項
に
分
れ
て
ゐ
る
が
、
獄
中
、

数
育
費
は
一
談
所
管
費
の
七
ニ
弱
、
布
数
殺
は
二
玉
川
刊
、

二
者
併
は
せ
て
九
七
M

刊
を
占
め
、
残
る
三
%
は
他
の
経

費
で
め
る
。
古
れ
ば
数
学
部
所
管
費
は
殆
ど
全
部
、
布

(
節
穴
披
一
五
五
)

第
二
十
之
官

九
五
七



雑

鍬

妙
心
寺
の
財
政
組
織

敬
、
教
育
の
縛
め
に
む
け
ら
れ
て
ゐ
る
己
い
っ
て
よ

い
o

而
も
亦
、
教
育
資
三
五
、
二
O
六
・

0
0の
中
、
九

四
%
ま
で
が
臨
済
宗
大
学
及
び
花
園
中
等
山
経
費
で
あ

る
。
削
も
数
問
地
干
部
所
管
殺
の
約
六
入
川
加
が
且
干
校
の
経
費

を
な
す
。
激
闘
の
経
費
が
教
育
布
致

ω怨
め
に
多
〈
支

出
せ
ら
る
、
こ

Z
は
、
常
然
の
こ
正
で
あ
る
が
、
そ

ω

叩
粧
品
筑
の
渇
午
を
之
に
充
t
、
ゐ
る
こ
芭
は
、
妙
心
寺
の

則
政
上
よ
h
，
蹴
れ
ば
、
大
な
る
品
目
指
で
な
り
れ
ば
な
ら

心
。
真
に
一
一
暢
[
て
牧
入
奴
践
を
み
る
仁
、

牧
入
表
は
次

ω如
〈
で
ゐ
る
o

科

目

叫

鵡

牧

入

報

償

肱

入

自

然

肱

入

合

計

λ 一六
九七九二組
、、、、
三四六二
ニ C 五六祉
の大 C 三~
. f'f.円，円・円
一丸リー

O 五 O 五割

前
一
猫
由
席
算
り

f

l

T

K

 

E
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六
札
・
七
一

二
一
・
九
九

λ
・
二
九

一0
0
・0
0

之
を
閥
家
別
政
の
牧
入
ピ
鵬
制
限
す
る
に
、
賦
課
牧
入

は
租
税
の
如
〈
一
般
報
償
原
則
に
よ
る
牧
入
、
報
償
牧

入
は
政
務
牧
入
の
如
〈
、
特
別
報
償
原
則
に
よ
る
般
入

自
然
枚
入
は
雑
利
の
枚
入
で
あ
っ
て
、

R

公
債
預
金
の
利

第
二
十
一
巻

(
品
静
六
批

九

E
A

五
中，、

子
が
大
部
分
を
占
め
て
ゐ
る
o

而
し
て
、
賦
謀
牧
入
は

総
則
粧
品
質

ω約
七
O
%
を
占
め
、
国
家
財
政
に
於
り
る
祖

『

中

小税
の
地
位
よ
b
も
重
要
で
あ
る
。
以
下
、
特
に
こ
の
賦

課
牧
入
を
述
ぺ

τみ
た
い
。

賦
課
牧
入
は
真
に
品
川
れ
て
、
賦
課
金
、
毎
歳
香
賀
、

寺
山
山
令
利
納
・
品
訓
育
義
金
の
四
項
か
ら
な
る
o

賦
謀
金

を
姑
く
後
に
議
h
.
そ
の
他
の
諸
耐
引
の
性
質
を
み
る

に
、
毎
歳
脊
資
は
法
階
(
現
在
は
十
四
階
級
)
帥
も
、
償

侶
の
資
格
分
限
の
上
下
に
勝
じ
て
、
年
々
、
各
僧
侶
に

劃
し
て
脊
資
ど
い
ム
名
義
の
下
で
課
徴
ぜ
ら
る
、
も
の

で
あ

b
、
d
寸
甜
金
利
正
は
寺
班
義
納
金
の
利
子
を
意
味

し
、
そ
の
寺
泊
義
納
金
正
は
寺
泊
(
現
在
は

1
↑
階
級
)

卸
も
、
寺
格
の
京
就
昇
進

ω際
に
、
モ

ω寺
格
の
上
下

に
勝
じ

1
、
各
寺
院
に
樹
上
て
課
徴
す
る
も
の
で
あ

る
。
前
者
を
帯

L
法
階
税
ご
い
ム
ベ
〈
ん
ば
、
後
者
は

寺
格
税
己
も

ν
ふ
べ
き
で
ゐ
ら
う
。
次
の
数
宵
義
金
は

-
」
れ
等
に
劃
し
て
事
ろ
徒
弟
枕
ぜ
も
蹴
る
べ
き
も
の
で

あ
る
c

卸
も
各
寺
院
の
位
臓
は
就
任
後
、
十
五
年
以
内

仁
寺
班
相
嘗
山
徒
弟
を
教
養
す
べ

E
で
あ
る
が
、
若
し

そ
の
期
間
内
に
所
定
数

ω徒
弟
を
数
養
せ
玄
る
場
合
、

大11汁三年度白蟻算に上れば、租枕牧入は拠収入由約六O同てある(第四十

三回日本帝国統計'1鑑)
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そ
の
住
職
に
濁
し
て
徒
弟
一
人
に
付
毎
年
五
閥
宛
課
徴

す
る
の
で
あ
る
。
以
上
三
者
は
何
れ
も
数
凶
の
財
政
権

に
よ
り
て
、
非
報
償
的
に
課
徴
せ
ら
る
、
こ
ご
は
同
一

で
あ
る
。

hr
の
寺
山
町
義
納
金
、
数
育
義
金
は
犬
健
各
寺

院
の
経
掛
的
給
付
能
力
に
賂
中
る
も
の
ぜ
」
し
て
も
、
毎

歳
香
資
は
人
頭
税
の
性
質
を
帯
び
不
合
理
ご
考
へ
ら
れ

る
o

然
L
、
出
惜
信
徒
の
信
仰
の
念
に
基
〈
助
力
も
あ

ち
、
且
っ
そ
の
賦
課
絹
の
極
め
て
僅
少
な
る
絡
め
に
、

各
借
侶
に
ご
・
り
て
は
、
必
宇
し
も
大
な
る
苦
痛
で
は
な

い
ご
い
は
れ
て
ゐ
る
。

以
上
遮
ぺ
し
各
科
目
の
牧
入
、
削
も
報
償
枚
入
、
自

然
収
入
及
び
賦
課
牧
入
中
の
毎
歳
香
資
、
寺
雌
金
利

納
・
激
宵
義
金
等
の
股
入
を
以
て
猶
不
足
を
告
「
る
経

費
は
一
明
、
一
般
末
寺
(
現
在
は
三
千
六
百
仰
寺
)
h
r
E

賦
課
徴
牧
せ
ら
れ
る
。
こ
れ
が
最
後
に
い
は
ん
さ
す
る

賦
課
金
で
あ
っ
て
、
是
れ
は
各
寺
院
の
所
得
額
を
賦
課

標
準
己
す
る
も
の
で
、
恰
も
岡
家
財
政
に
於
げ
る
所
得

税
の
如
き
形
態
を
備
へ
て
ゐ
る
。
そ
の
牧
入
額
は
総
牧

入
額
の
五
四
・
一
入
川
和
、
賦
課
牧
入
の
約
七
人
%
を
占

め
、
最
も
重
要
な
る
中
極
的
牧
入
で
あ
っ
て
、
ニ
の
貼

雑

録

妙
心
寺
の
財
政
組
椛

も
亦
国
家
の
所
得
税
に
似
て
ゐ
る
。
点
打
、
之
を
経
費
正

調
服
す
る
に
、
賦
課
金
四
人
、
三
九
七
・
三
五
は
数
削
宇
部

所
管
費
四
八
、
入
三

O
E
O
Oに
略
々
相
官
す
る
o

古
れ

ば
数
凶
ご
し
て
最
も
重
要
に
し
て
多
裂
な
る
布
激
並
び

仁
教
育
等
の
活
動
が
‘
こ
の
賦
課
金
に
よ
り
て
行
は
れ

て
ゐ
る
ご
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
妙
心
寺
に
於

τ
一
般
末

寺
か
ら
課
徴
す
る
こ
ご
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
数
回
の

積
極
的
活
動
は
望
む
司
』
ピ
は
出
来
ま
い
。
宗
品
質
の
強
制

的
賦
課
は
誠
に
止
む
を
得
。
所
で
ゐ
る
。

三
宗
費
の
賦
課

銃
に
述
べ
し
如
〈
、
妙
心
寺
財
政
に
於
て
は
、
経
費

の
約
五

O
μ
が
賦
課
金

Z
L
て
強
制
的
に
課
徴
せ
ら
れ

る
。
ニ
れ
を
負
指
す
る
者
、
郎
t
宗
費
の
上
納
義
務
者

は
一
般
寺
院
で
あ
っ
て
・
信
侶
又
は
般
信
徒
で
は
な

い
。
而
し
て
宗
費
賦
課
の
標
準
ご
な
る
も
の
は
各
寺
院

の
一
助
得
額
で
あ
る
か
ら
、
賦
課
金
は
所
得
税
ご
も
似
る

ぺ
〈
、
叉
hr
の
租
税
に
於
け
る
己
同
比
慨
に
、
普
遍
、
平

等
、
適
法
、
確
賞
、
便
宜
、
最
少
費

ω諸
原
則
、
並
び

に
充
分
的
、
現
カ
的
原
則
を
1

備
へ

τゐ
る
。
削
も
一

般
寺
院
は
「
法
則
」
の
定
む
る
所
に
従
ひ
、
宗
費
を
上
納

部
二
十
一
巻
恥
(
勢
大
規
一
五
七
)

L
王

ι

J

ノ
ヨ
ブ

"
j
I
A
W
l
i
e
i
!
l
!
i
l

‘p
h
v
r
 

E
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雑

錐

妙
心
守
山
財
政
組
織

す
べ
き
義
務
が
あ
っ
て
之
を
見
る
、
.
』
z
e
f
得
な
い
Q

(
普
遍
原
則
)
但
し
、
宗
姐

Z
特
別
の
因
縁
深
き
所
諦

「
由
緒
寺
院
」
は
、
宗
費
賦
課
見
除
の
特
棋
を
奥
へ
ら
れ

て
ゐ
る
。
蓋
し
、
宗
刷
に
劃
す
る
曾
崇
畏
敬
の
念
に
基

〈
も
の
で
あ
ら
う
。
こ
の
鮎
も
亦
多
(
の
諸
闘
に
於

て
、
帝
王
及
び
其
↑
族
が
兎
秘
さ
れ
て
ゐ
る
の
己
相
似

τゐ
る
。

夏
仁
、
宗
費
の
賦
課
率
に
つ
い

γτ
は
、
一
定
の
階
段

を
設
り
て
給
付
能
力
の
大
小
に
臆
守
ん
正
し
て
ゐ
る
Q

(
卒
等
原
則
)
狛
、
宗
費
の
賦
課
方
法
、
負
措
額
等
は

必
宇
「
議
合
」
の
協
賛
を
経
「
数
令
」
を
以

τ源
内
じ
普

告
せ
ら
れ
る
。
(
通
法
.
確
賀
原
則
)
そ
の
他
山
市
費
の

徴
股
が
、
毎
年
四
月
九
月

ω
二
期
に
於
て
せ
ら
れ
、
そ

の
上
納
が
直
接
、
数
務
本
別
に
致
古
る
、
が
如
、
宮
九
便

宜
最
少
費
等
の
原
則
を
も
考
慮
せ
ら
れ

τゐ
る
如
〈
で

あ
る
。
前
仁
掲
げ

L
牧
入
表
仁
て
み
る
如
(
、
妙
心
寺

財
政
に
は
何
等
の
忍
経
済
的
牧
入
も
な
〈
、
又
見
る
べ

き
財
産
牧
入
も
な
き
が
故
に
、
経
費
に
劃
す
る
牧
入
の

不
足
分
は
総
て
之
を
課
徴
す
る

ω外
は
な
い
γ

。
郎
も
‘

こ
の
賦
謀
金
に
よ
h
て
財
政
上
の
充
分
原
則
・
弾
力
原

第
二
十
一
容

則
も
樹
立
せ
ら
れ

τゐ
る
の
で
あ
る
。
吾
人
は
租
税
に

於
て
最
も
重
要
な
る
負
婚
の
日
公
平
ご
い
ふ
見
地
か
ら
、

宗
費
の
配
賦
を
窺
っ
て
み
や
う
o

四
負
強
の
公
一
中

負
携
の
R

公
平
正
は
給
付
能
力
に
臆
す
る
こ
ご
で
ゐ

る
。
給
付
能
力
に
臨
加
す
る
に
は
、
給
付
能
力
の
許
倒
を

誤
ら
同
こ
ピ
、
、
能
力
に
相
贈
す
る
税
率
を
定
め
る
こ

正
、
を
最
大
要
件
ご
す
る
。
今
こ
の
二
則
か
ら
翻
る

に
、
給
付
能
力
を
評
領
す
る
に
賞
h
、
妙
心
寺
財
政
は

国
家
の
所
得
枇
に
於
り
る
如
〈
申
告
主
義
を
ご
ち
、
真

に
之
を
地
方
並
び
に
中
央
の
機
関
に
於

τ査
定
す
る
こ

正
、
し

τゐ
る
。
先
づ
各
寺
院
の
住
職
を
し
て
ベ
寺
院

ψ
小

牧
入
調
査
規
則
」
に
準
じ
て
、
京
の
分
舶
に
崩
す
る
各

所
得
額
を
、
所
凶
刷
の
地
方
教
務
所
に
申
告
せ

L
め
る
。

一
、
寺
院
及
位
臓
の
受
〈
べ
き
諸
信
施
般
入
(
三
年

聞
の
平
均
額
)

二
、
寺
有
士
地
よ
り
生
す
る
所
得
の
牧
入

三
寺
有
金
よ

b
生
中
る
所
得
の
牧
λ

四
、
寺
有
建
物
よ
h

リ
生
A
Y
る
所
得
的
牧
λ

五
、
以
上
和
別
以
外
の
物
件
よ
り
生
宇
る
所
得

ω見

(
静
六
枕
一
五
八
)

九
六

O

美被閥正眼寺、見張園瑞来寺、山披園組員4属、東海地、~裳院、当~i串院自プミ
ヶー与をいふ。

ヰ院牧入調査規日11第二除第一項。
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込
枚
入

六
、
名
義
及
所
有
主

ω如
何
に
拘
は
ら
や
事
賞
寺
有

に
嵐
す
る
土
地
家
屋
よ
b
生
す
る
所
得
の
牧
入

蕊
に
「
所
得
の
牧
入
」
E
あ
る
も
質
は
箪
に
「
所
得
」
を

指
す
の
で
あ
る
c

き
て
右
の
申
告
書
は
一
臆
‘
地
方
教

務
所
に
於
て
之
を
査
定

L
、
一
見
に
中
央
の
致
務
本
所
仁

議
達
す
る
。
数
務
本
所
は
之
を
「
ヰ
可
班
調
査
曾
」
仁
附
し

て
、
故
後
の
審
議
評
決
を
錦
さ

L
め
る
。
以
上
の
如
き

手
縦
に
よ
っ

τ給
付
能
力
の
静
岡
聞
に
大
な
る
誌
な
か
ら

ん
-
』
ご
を
期
し
て
ゐ
る
。

次
に
賦
税
率
は
如
何
ご
い
ふ
に
、
給
付
能
力
を
寺
院

の
所
得
額
に
よ
り
て
三
十
三
等
級
に
分
ち
、
級
の
上
る

に
つ
れ

τ負
拐
の
率
を
大
に
し
E
ゐ
る
。
削
も
左
の
如

'し。ー』特

例

地

別

格

地 型E

配
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雑

錐

妙
心
寺
白
財
政
組
織

班

組組組組

1'" 
き円さ三円ZE円弓い1這制三岡得
叫以以以はは

上上仁上上上甑

---'、ー同-、
三二一等

寺七
ル
培
地

~・~・、

一一
経級融

八

轄

地

叫

言蝿

7瓦 ~'.. .......- ;;，"，一九一三_:.1， 同ロ匂ロ同日L::U;'‘..~..-，.. 

4争
3%合%き%金活主伝活韮%般

(
仰
考
)
市
白
去
に
℃
「
怖
酎
」
と
は
、
各
町
叫
半
在
算
出
す
る
泊
め
に

議
ず
る
比
申
を
い
ふ
。
印
ち
各
削
除
半
は
主
山
口
如
(
し
て
算
山
仰
せ
ら

れ
る
。
党
づ
品
川
白
地
加
力
者
た
る
特
例
地
一
級
山
限
賦
半
を
ニ

U
、

回

ロ

O
O
Q
と
定
め
、
そ
れ
の
h
配
区
卸
ち
一
九
、
の

O
O
を
以
て
特
訓

地
ニ
級
白
悶
賦
串
と
な
し
、
単
に
そ
れ
心
九
五
百
印
ち
一
八
、

O
E
C

を
は
て
岡
三
組
山
配
比
中
と
な
す
。

U
下
同
障
に
し
て
問
主
に
下
触

の
寺
班
帯
故
に
及
び
、
最
叫
負
抑
能
力
占
た
る
入
部
地
一
ニ
級
心
配
賦

半
は
五
島
に
な
っ
て
ゐ
る
。
哨
誠
に
性
志
「
べ
き
は
「
保
勘
」
は
常
に

九
五
区

ι非
子
し
て
、
去
に
て
之
を
み
る
削
〈
九
o
d畑
、
八

-hdp、

入
O
M戸
、
ヒ

H
封
、
七

O
掃
と
北
町
貯
に
週
下

L
、
叫
に
寺
理
由
下
る

特
に
そ
れ
は
著
し
い
。
北
川
省
は
単
誕
枯
半
の
柿
酬
を
加
川
附
し
た
械

り
と
い
っ
て
ゐ
る
。

之
を
閥
中
部
利
枕
ご
比
峡
す
る
に
、
宗
費

t
賦
課
す
る

に
嘗
h
、
一
般
寺
院
の
所
得
額
を
庭
ち
に
之
が
標
準
Z

な
L
、
最
少
生
活
費
ご
か
家
族
事
情
ご
か
に
就
い
て

第
ニ
十
一
審

(
第
大
娘
二
ハ

O
)

九
六

は
、
何
等
考
慮
す
る
所
が
な
い
。
且
叉
そ
れ
は
、
配
賦

税
の
形
式
を
採
り
多
く
の
租
税
の
如
〈
従
卒
税
で
は
な

い。

3
て
そ
の
宗
品
質
の
配
賦
が
目
指
し
て
所
得
傾
に
謝
し

て
公
平
で
ゐ
る
か
脊
か
、
弦
に
そ
れ
を
論
評
す
る
こ
ご

は
本
論

ω目
的
で
な
い
が
、
賞
際
、
各
等
級
の
配
賦
率

的
も
負
携
は
、
所
得
額
に
比
例
均
衡
を
保
っ
て
ゐ
る
ご

な
し
雛
い
(
註
)
。
叉
、
従
卒
税
の
形
式
を
ピ
ら
す
、
配

賦
枕
の
形
式
を
正
れ
る
所
仁
賦
献
技
術
上
、
特
に
大
な

る
背
心
が
扮
は
れ
い

τゐ
る
の
で
あ
る
が
、
猶
、
攻
究
す

ハ
き
伶
地
が
存
せ
る
如
(
思
は
れ
る
。

C<飢川 eち"打 "t山.，，~f丸引づ竺す年."'M州防円以併γ:れがり弘知納町孔，.

E
↓
#
等
離
は
何
附
以
上
何
附
ま
て
|
|
例
へ
ば
特
例
地
二
植
は
じ
、

j

唱

司

O
O
q以
上

λ
、
0
0
α
ー
ー
で
あ
る
の
に
、
そ
れ
に
却
す
る
阻

蹴
卒
は
一
律
に
何
日
分

1
i
剖
へ
ば
特
例
地
二
組
は
一
、
九

O

VI--と
定
め
ら
眠
る
の
で
あ
る
か
ら
、
同
一
時
組
内
に
屈
す
る

酔
い
田
所
得
額
に
劃
し
て
負
摘
は
何
れ
も
同
一
削
別
で
あ
っ
て
、
所

得
制
に
酪
仁
て
比
例
的
に
上
下
せ
向
。
従
中
枕
自
負
描
を
公
平
・
と

す
れ
ば
、
こ
れ
は
公
平
で
は
あ
る
ま
い
。

一
斗
等
級
山
上
る
に
つ
れ
て
、
卸
ち
所
得
の
大
と
な
る
に
作
れ
て
負
措

(
 相
た
る
配
賦
卒
も
上
っ
て
ゐ
る
が
、
そ
白
上
る
程
度
は
所
得
酬
に

到
し
て
は
比
例
卒
に
及
ば
向
も
の
一
が
多
い
。



結

言

以
上
に
よ
ち

τ之
を
見
る
に
、
妙
心
寺
の
財
政
は
他

の
当
院
に
於
り
る
如
〈
、
直
接
、
般
信
徒
の
布
施
阜
寄

捨
金
仁
傍
頼
す
る
も
の
で
は
な

f
し
て
、
専
ら
一
般
末

寺
並
び
に
併
侶
よ
ち
の
課
徴
に
よ
h
て
維
持
せ
ら
れ

τ

ゐ
る
こ
芭
、
並
び
に
宗
曲
目
を
賦
課
す
る
に
蛍
h
配
賦
税

の
形
式
を
己
り
、
特
に
負
協
の
日
公
平
正
い

ι駄
に
、
近

代
的
利
税
め
精
一
柳
eT
通
則
し
て
ゐ
る
所
仁
特
色
を
有
っ

て
ゐ
る
。
山
家
、
妙
心
寺
は
理
財
に
長
り
、
過
去
に
於

τ「
由
党
銭
無
用
」
主
義
を
楳
携
し
っ
、
一
・
仰
を
経
借
し

τ

来
た
侍
統
的
訓
練
が
今
も
猶
残
つ
一

τゐ
る
も
の
、
如
〈

で
あ
る
o

其
他
、
経
費
の
大
宇
が
敷
島
布
教
に
充
て
ら

れ

τゐ
る
ご
ピ
、
財
政
の
運
用
が
常
に
立
憲
的
に
合
議

制
仁
よ
b
て
行
は
れ
一
1
ゐ
る
こ
吉
、
経
費
節
約
原
則
が

よ
〈
行
は
れ
て
、
僅
か
仏
間
高
岡
足
ら
宇
の
経
費
を
以

て
、
大
本
山
の
地
位
を
保
持
せ
る
こ

Z
等
も
詑
意
す
る

に
足
る
貼
で
あ
ら
う
。
(
事
術
研
究
の
鋳
め
仁
、
特
仁

財
政
資
料
を
提
示
せ
ら
れ
し
妙
心
寺
の
好
意
を
戚
謝
す

る)。

輔

豆&'J 

妙
心
寺
。
叫
此
刺
織

第
二
十
一
巻

(
第
六
挽

，勺

九
，、
= 


